
は
じ
め
に

茨
城
大
学
図
書
館
所
蔵
稲
葉
家
文
書
は
、
近
世
の
下
総
国
豊
田
郡
加
養
村
（
現

下
妻
市
）
で
名
主
を
務
め
た
稲
葉
家
で
保
管
さ
れ
た
、
加
養
村
の
村
方
史
料
や
稲

葉
家
の
地
主
ほ
か
諸
経
営
に
関
わ
る
、
近
世
〜
近
代
を
中
心
と
し
た
文
書
群
で
あ

る
（
1
）。
稲
葉
家
は
近
世
後
期
に
鬼
怒
川
東
岸
、
小
貝
川
西
岸
の
台
地
へ
引
水
す

る
江
連
用
水
の
再
興
運
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
家
で
あ
る
た
め
、
本
文
書

群
に
は
用
水
再
興
に
関
わ
る
史
料
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
醤
油
醸
造
・
販
売
、
穀
物

売
買
等
を
営
ん
で
い
た
関
係
か
ら
か
、
反
物
、
紙
、
糸
ほ
か
多
く
の
品
物
の
領
収

証
も
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
諸
商
人
と
の
つ
な
が
り
も
多
か
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
本
文
書
群
中
に
稲
葉
家
が
江
戸
の
公
事
宿
下
総
屋
文

蔵
を
通
じ
て
、
江
戸
の
印
判
師
森
田
與
七
製
作
の
印
を
購
入
し
て
い
た
こ
と
を
紹

介
し
た
（
2
）。
江
戸
と
の
つ
な
が
り
は
当
該
地
域
に
お
け
る
流
通
や
消
費
の
あ
り

方
と
し
て
も
注
目
で
き
る
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
下
総
屋
文
蔵
と
加
養
村
稲
葉
家

の
関
係
に
着
目
し
、
村
と
江
戸
そ
し
て
支
配
を
つ
な
ぐ
役
割
を
有
す
る
公
事
宿
の

存
在
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一　

江
戸
の
公
事
宿
「
下
総
屋
文
蔵
」

江
戸
の
公
事
宿
に
つ
い
て
は
、
江
戸
町
奉
行
所
市
中
取
締
掛
に
よ
っ
て
天
保
期

以
降
編
纂
が
続
け
ら
れ
た
、
江
戸
市
中
の
行
政
史
料
集
で
あ
る
『
市
中
取
締
類

集
』「
旅
人
宿
調
之
部
」
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
3
）。「
元
三
組
江
戸
宿
名

前
」
の
項
に
「
元
馬
喰
町
小
伝
馬
町
組
旅
人
宿
」
九
八
軒
、「
元
八
拾
弐
軒
組
百

姓
宿
」
七
七
軒
、「
元
三
拾
軒
組
百
姓
宿
」
二
六
軒
、
合
計
二
〇
一
軒
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
記
載
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
江
戸
の
公
事
宿
は
旅
人

宿
と
百
姓
宿
と
に
大
別
で
き
、
両
者
を
ふ
く
め
て
江
戸
宿
と
も
称
し
た
よ
う
で
あ

る
が
（
4
）、
史
料
上
で
は
「
郷
宿
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
旅
人
宿
は
馬
喰

町
近
辺
に
集
中
し
て
お
り
、
江
戸
中
期
以
降
は
約
一
〇
〇
人
前
後
で
あ
っ
た
と
さ

れ
、
ま
た
一
般
の
旅
客
を
も
扱
っ
た
。
一
方
の
百
姓
宿
に
は
八
十
二
軒
組
・
三
十

軒
組
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
株
仲
間
を
形
成
し
て
い
た
。

「
旅
人
宿
調
之
部
」
の
う
ち
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
付
、
馬
喰
町

二
丁
目
庄
兵
衛
と
小
伝
馬
町
三
丁
目
甚
八
が
提
出
し
た
書
上
か
ら
、
元
馬
喰
町
小

伝
馬
町
組
旅
人
宿
の
一
覧
を
示
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
九
八
軒
の
旅
人
宿
の

う
ち
半
数
以
上
の
五
三
軒
が
馬
喰
町
に
あ
り
、
旅
人
宿
が
馬
喰
町
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
馬
喰
町
一
丁
目
の
旅
人
宿
一
六
軒
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表

2
で
、
こ
の
う
ち
の
一
軒
に
下
総
屋
文
蔵
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
№
16
）。
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二　

公
事
宿
と
村
の
争
論

公
事
宿
は
訴
訟
の
た
め
に
地
方
か
ら
出
て
き
た
者
の
宿
泊
所
で
あ
る
が
、
宿
泊

だ
け
で
は
な
く
訴
訟
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
請
け
負
う
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
三
）
の
加
養
村
で
の
名
主
役
を
め
ぐ

る
争
論
に
関
わ
っ
た
、
下
総
屋
文
蔵
の
活
動
と
稲
葉
家
の
関
係
を
示
す
史
料
を
紹

介
す
る
。

加
養
村
の
名
主
を
め
ぐ
る
争
論
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
、
百
姓
代

喜
伝
次
ほ
か
四
名
が
支
配
役
所
で
あ
る
下
野
国
足
利
郡
大
前
村
（
現
栃
木
県
足
利

市
）
に
置
か
れ
た
郡
方
役
所
へ
訴
え
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。
加
養
村
は
旗
本
七

人
の
支
配
下
に
あ
り
、
稲
葉
家
は
旗
本
土
井
氏
の
知
行
所
名
主
で
も
あ
っ
た
。
名

主
虎
之
助
は
祖
父
儀
右
衛
門
・
父
吉
左
衛
門
の
跡
を
継
ぎ
、
前
年
一
一
月
に
名
主

役
を
命
じ
ら
れ
た
の
だ
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
百

姓
代
喜
伝
次
ら
が
訴
え
を
起
こ
し
た
翌
月
に
は
、
名
主
虎
之
助
も
相
手
方
を
訴
え

て
い
る
。
そ
し
て
郡
方
役
所
か
ら
関
係
者
を
召
喚
す
る
差
紙
が
届
け
ら
れ
た
。
次

表 1　元馬喰町小伝馬町組旅人宿一覧表 2　馬喰町壱丁目の旅人宿一覧

№ 所在地 軒数
1 小伝馬町三丁目 7
2 馬喰町壱丁目 16
3 馬喰町弐丁目 19
4 馬喰町三丁目 18
5 馬喰町四丁目 3
6 小伝馬町弐丁目 1
7 橋本町四丁目 3
8 神田富山町弐丁目 1
9 平永町 1

10 松嶋町 1
11 大伝馬町弐丁目 1
12 本石町四丁目 2
13 本石町弐丁目 1
14 箱崎町 1
15 小網町三丁目 2
16 小網町弐丁目 2
17 長谷川町 1
18 富沢町 1
19 本所相生町三丁目 1
20 浅草材木町 1
21 聖天町 1
22 下谷茅町弐丁目 1
23 本郷壱丁目 1
24 大門通弥兵衛町 1
25 本銀町四丁目 1
26 本銀町壱丁目 1
27 本町壱丁目 1
28 小船町壱丁目 1
29 元四日市町 1
30 堀江町三丁目 2
31 霊岸嶋東湊町 1
32 霊岸嶋請負地 1
33 霊岸嶋埋立地 1
34 通壱丁目 1

合計 98

＊『市中取締類集』「旅人宿調之部」
より作成

№ 所在地 軒数
1 甚兵衛店 竹屋藤助
2 伊右衛門店 大松屋佐兵衛
3 同店 足茂屋林蔵
4 同店 堺屋又次郎
5 同店 奥州屋武兵衛
6 同店 越後屋勘五郎
7 藤兵衛店 相模屋喜兵衛
8 家主 羽生屋藤兵衛
9 喜兵衛店 苅豆屋茂右衛門
10 家主 伏見屋庄左衛門
11 義兵衛店 下野屋伊助
12 徳右衛門店 上州屋弥兵衛
13 家主 井筒屋嘉七
14 家主 京屋弥助
15 庄左衛門店 岩城屋権兵衛
16 家主 下総屋文蔵

＊『市中取締類集』「旅人宿調之部」より
作成
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の
史
料
1
は
嘉
永
四
年
の
御
用
留
に
記
載
さ
れ
た
召
喚
状
の
写
で
あ
る
。

〔
史
料
1
〕

〇
嘉
永
四
亥
年
四
月
廿
三
日
、
下
総
屋
飛
脚
を
以
書
面
之
御
用
状
参
り
申
候

　
　
　
　

郡
方
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
総
国
豊
田
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
養
村　

名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
共
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
飛
脚

相
尋
儀
有
之
間
、
左
之
者
と
も
村
役
人
差
添
、
来
ル
廿
六
日
出
府
着
相
届

候
様
可
申
渡
、
若
不
参
ニ
お
ゐ
て
ハ
可
為
越
度
も
の
也

　
　
　
　

四
月
廿
二
日　

郡
方
役
所
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
養
村　

名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
共
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
之
助

当
亥
四
月
廿
三
日
、
御
屋
敷
様
ゟ
左
之
御
用
状
、
下
総
屋
飛
脚
ヲ
以
参
り

候
二
付
、
惣
左
衛
門
呼
寄
直
ニ
相
渡
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡
方
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
総
国
豊
田
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
養
村　組

頭　

惣
左
衛
門
江
（
5
）

四
月
二
三
日
、
加
養
村
名
主
・
組
頭
に
対
し
、
下
総
屋
か
ら
の
飛
脚
に
よ
っ
て

郡
方
役
所
の
御
用
状
が
届
け
ら
れ
た
。
尋
ね
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
三
日
後
の

二
六
日
に
吉
兵
衛
・
熊
之
助
へ
の
出
府
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
兵
衛
・
熊
之

助
は
名
主
虎
之
助
を
訴
え
た
中
心
人
物
で
あ
る
。
な
お
郡
方
役
所
は
、
訴
え
に
関

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
組
頭
惣
左
衛
門
へ
も
同
様
に
御
用
状
を
渡
し
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
惣
左
衛
門
も
二
五
日
に
江
戸
へ
出
て
い
る
（
6
）。
以
上
の

よ
う
に
、
公
事
宿
は
訴
訟
に
際
し
、
ま
ず
村
あ
る
い
は
関
係
者
に
役
所
へ
の
召
喚

を
命
じ
た
差
紙
を
届
け
る
と
い
っ
た
業
務
を
、
関
係
役
所
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
後
、
虎
之
助
ほ
か
稲
葉
家
の
関
係
者
も
江
戸
へ
出
る
こ
と
に
な
り
、
下
総

屋
に
宿
泊
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
月
に
な
っ
て
、
虎
之
助
の
父
吉

左
衛
門
が
呼
び
出
さ
れ
る
と
い
う
場
面
が
あ
っ
た
。
次
の
史
料
2
は
下
総
屋
か
ら

役
所
へ
提
出
さ
れ
た
願
書
で
あ
る
。

〔
史
料
2
〕

　
　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
養
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
高
名
主　

稲
葉
吉
左
衛
門

右
之
者
、
今
日
御
呼
出
し
ニ
付
召
連
可
罷
出
候
処
、
先
達
而
中
御
訴
奉
申
上

候
ゟ
以
来
病
気
ニ
而
、
尤
前
三
日
大
分
快
方
趣
候
処
、
尚
又
昨
夜
ゟ
発
熱
仕

心
外
罷
在
奉
恐
入
候
へ
と
も
、
押
而
も
難
罷
出
故
相
歎
候
間
、
無
余
儀
此
段

御
届
奉
申
上
、
尤
精
々
薬
用
仕
、
全
快
次
第
御
届
可
奉
申
上
候
間
、
何
卒
以

御
慈
悲
当
日
御
猶
予
被
成
下
申
上
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　

十
一
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
総
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
蔵
内

　

土
井
主
計
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
次
郎

　
　
　
　

御
役
所
（
7
）

（
＊
傍
線
部
は
筆
者
、
以
下
同
）

①

②

江
戸
の
公
事
宿
と
村
　
　
　
千
葉

三

3



吉
左
衛
門
が
役
所
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
が
、
訴
訟
以
来
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
、

三
日
前
に
は
大
分
快
方
に
向
か
っ
て
い
た
が
昨
夜
よ
り
発
熱
し
た
た
め
役
所
へ
出

る
こ
と
は
難
し
い
（
傍
線
部
①
）、治
療
を
し
て
全
快
次
第
出
頭
す
る
と
あ
る
（
傍

線
部
②
）。
下
総
屋
文
蔵
方
で
雇
わ
れ
て
い
る
慶
次
郎
か
ら
役
所
へ
出
さ
れ
た
出

頭
猶
予
願
で
あ
る
。
慶
次
郎
は
下
総
屋
の
下
代
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
公
事
宿
の

雇
人
で
あ
る
下
代
は
訴
訟
の
時
の
実
際
の
世
話
役
で
あ
る
。
出
頭
す
べ
き
本
人
に

代
わ
っ
て
、
公
事
宿
の
下
代
が
出
頭
猶
予
願
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
吉
左

衛
門
の
肩
書
き
に
「
持
高
名
主
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
稲
葉
家
が
儀
左
衛
門
の
代

か
ら
有
し
て
い
た
特
権
と
も
い
え
る
立
場
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
詳
し
く
は
触
れ

な
い
が
、
こ
の
争
論
は
「
持
高
名
主
」
の
是
非
を
め
ぐ
る
側
面
も
有
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
事
務
的
と
も
い
え
る
書
面
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
な
く
、
公
事

宿
は
訴
訟
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
助
言
も
し
て
い
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

五
月
、
名
主
虎
之
助
は
手
鎖
、
宿
預
け
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、

虎
之
助
は
八
月
に
名
主
休
役
を
願
い
出
て
い
る
。
争
論
は
名
主
虎
之
助
に
と
っ
て

不
利
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
九
月
、
下
総
屋
に
滞
在
し
て
い
た
虎
之

助
は
祖
父
儀
右
衛
門
に
次
の
書
状
を
送
り
、
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。

〔
史
料
3
〕

花
墨
被
下
忝
拝
見
仕
候
、
愈
其
御
地
皆
々
様
御
安
康
ニ
被
受
奉
賀
候
、
然
者

下
拙
儀
当
月
廿
日
御
呼
出
し
被　

仰
聞
候
ニ
者
、
諸
向
取
計
悪
敷
故
、
村
方

も
及
騒
動
ニ
候
趣
を
以
、
手
鎖
宿
預
被　

仰
付
候
儀
、
乍
併
弁
之
簾
不
取
計

江
と
申
事
ニ
も
無
之
、
何
之
無
差
別
も
只
々
右
之
御
糺
明
を
蒙
り
候
儀
、
下

拙
儀
も
扨
々
残
念
ニ
奉
存
候
間
、
御
遠
中
江
成
共
駕
籠
訴
致
度
、
種
々
勘
考

仕
、
下
総
屋
代
慶
次
郎
殿
方
抔
と
色
々
相
談
も
仕
候
処
、
何
方
江
越
訴
い
た

し
候
而
も
御
屋
敷
様
江
御
下
り
ニ
相
成
候
間
、
左
候
へ
者
又
々
青
木
清
五
郎

殿
之
御
吟
味
ニ
預
り
、
却
而
宜
敷
も
無
之
候
間
、
大
舟
ニ
乗
り
候
心
持
ニ
而

緩
り
と
い
た
し
居
、
又
々
御
調
受
候
節
者
、
小
前
之
も
の
も
罷
出
候
間
、
其

時
程
様
ニ
付
費
候
ゟ
外
者
無
之
、
青
木
氏
ハ
小
前
身
方
ニ
御
座
候
而
、
御
調

請
候
義
ニ
御
座
候
間
、
右
之
手
段
ゟ
外
ハ
無
御
座
候
哉
と
存
候
、
夫
と
も
御

屋
敷
様
御
目
附
衆
様
強
ク
御
座
候
得
者
宜
敷
候
得
共
、
柔
弱
之
衆
ニ
而
兎
角

青
木
ニ
乍
相
任
置
候
儀
ニ
御
座
候
間
、
小
前
之
も
の
相
願
候
外
訴
外
之
御
取

調
、
村
方
混
雑
之
手
続
柄
御
取
調
ニ
預
り
、
兎
角
依
屓
之
御
吟
味
ニ
而
右
様

之
訳
柄
ニ
成
行
申
候
、
先
者
右
之
段
申
上
度
計
ニ
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　

子
九
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
馬
喰
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
総
屋
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虎
之
助

　
　

御
隠
居
様

　

尚
々

　

乍
末
筆
本
宅
へ
別
紙
差
上
不
申
候
間
、
宜
敷
被　

仰
上
可
被
下
候
、
以
上
（
8
）

「
諸
向
取
計
悪
敷
」
す
な
わ
ち
虎
之
助
に
よ
る
村
運
営
が
悪
い
た
め
村
方
騒
動

に
な
っ
た
と
さ
れ
、
虎
之
助
は
手
鎖
、
宿
預
け
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
傍
線

部
①
）。「
扨
々
残
念
ニ
奉
存
候
間
、
御
遠
中
江
成
共
駕
籠
訴
致
度
、
種
々
勘
考
仕
」

と
あ
り
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
か
ら
駕
籠
訴
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
下
総
屋

下
代
の
慶
次
郎
と
相
談
を
し
た
と
あ
る
（
傍
線
部
②
）。
役
所
の
判
断
に
対
し
て

虎
之
助
は
納
得
が
い
か
ず
、
ま
た
当
時
禁
じ
ら
れ
て
い
た
越
訴
、「
駕
籠
訴
」
を

考
え
る
ほ
ど
悔
し
い
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
虎
之
助
は
公
事
宿
と

そ
の
後
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
相
談
を
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
越
訴
を
し
た
と
こ

ろ
で
結
局
は
「
御
屋
敷
様
」
す
な
わ
ち
支
配
役
所
で
あ
る
大
前
役
所
へ
送
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
再
度
青
木
清
五
郎
の
吟
味
に
な
る
た
め
、
か
え
っ
て
好
ま
し
く
な

い
と
の
話
に
も
な
っ
て
い
る
（
傍
線
部
③
）。
そ
し
て
次
に
調
べ
を
受
け
る
際
は

小
前
百
姓
も
呼
ば
れ
る
だ
ろ
う
、
青
木
氏
は
小
前
の
味
方
で
あ
る
こ
と
を
考
え
進

①

②

③

④

⑤

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
七
十
二
号
　（
二
〇
二
三
）
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め
る
し
か
手
段
は
な
い
、と
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
て
い
る（
傍
線
部
④
）。
ま
た
、

支
配
役
所
の
役
人
に
対
し
て
は
よ
り
辛
辣
な
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
目
付
衆
が
強

気
で
あ
れ
ば
良
い
も
の
の
、彼
ら
は
「
柔
弱
之
衆
」
す
な
わ
ち
弱
気
で
あ
る
た
め
、

と
に
か
く
青
木
に
任
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
（
傍
線
部
⑤
）。
こ
う

い
っ
た
支
配
役
所
側
の
人
物
評
価
そ
し
て
想
定
さ
れ
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
公
事

宿
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

同
年
一
二
月
に
は
、
再
び
百
姓
惣
代
ら
が
名
主
を
訴
え
て
お
り
、
名
主
虎
之
助

そ
し
て
稲
葉
家
に
と
っ
て
も
引
き
続
き
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
た
。

三　

公
事
宿
と
村
の
つ
な
が
り

公
事
宿
は
訴
訟
以
外
の
場
面
に
お
い
て
、
例
え
ば
領
主
か
ら
村
々
へ
の
廻
状
の

通
達
や
領
主
に
代
わ
っ
て
の
村
々
へ
の
年
貢
金
上
納
の
督
促
な
ど
も
請
け
負
っ
て

い
た
。
近
世
の
支
配
体
制
に
お
い
て
、
領
主
と
村
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
存

在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
百
姓
が
江
戸
に
滞
在
す
る
際
に
は
、
彼
ら
の
飲
食

代
や
人
足
飯
料
の
授
受
を
仲
介
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
諸
商
店
か
ら
の
領

収
証
も
あ
る
。さ
ら
に
は
百
姓
と
日
常
生
活
の
面
で
も
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。

下
総
屋
で
は
稲
葉
家
に
関
わ
る
女
性
も
た
び
た
び
宿
泊
さ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

縮
緬
の
着
物
の
準
備
ほ
か
品
々
に
つ
い
て
記
し
た
、「
下
総
屋
内
」
に
い
る
女
性

ゆ
な
か
ら
稲
葉
み
つ
へ
の
手
紙
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
（
9
）。

公
事
宿
は
「
得
意
先
」
と
も
い
え
る
村
や
家
が
あ
り
、
毎
年
正
月
に
は
年
賀

状
が
届
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
新
暦
が
同
封
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
写
真

1
）（

10
）。
欄
外
左
下
に
「
馬
喰
町
一
丁
目
下
総
屋
文
蔵
」
と
あ
る
。
暦
だ
け
で

は
な
く
、
時
宜
に
応
じ
て
各
種
の
刷
物
が
届
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
の
も
の
と
し
て
、
寺
社
奉
行
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
ほ
か
幕
府
の

役
職
お
よ
び
人
名
を
書
き
上
げ
た
刷
物
が
伝
存
し
て
い
る
（
11
）。
こ
の
刷
物
に
は

写真 1　（天保 7年）「新暦」（稲葉家文書Y819-2）

江
戸
の
公
事
宿
と
村
　
　
　
千
葉

五
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欄
外
に
「
の
し　

御
と
し
玉
」「
馬
喰
町
壱
丁
目
下
総
屋
文
蔵
」
と
あ
る
。
こ
れ

も
お
そ
ら
く
は
年
始
の
挨
拶
と
し
て
下
総
屋
文
蔵
か
ら
得
意
先
に
届
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
公
事
宿
が
村
々
の
得
意
先
に
随
時
情
報
を
提
示
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

下
総
屋
は
稲
葉
家
に
、
い
わ
ゆ
る
「
年
齢
早
見
表
」
も
渡
し
て
い
る
（
写
真

2
）（

12
）。
こ
れ
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
以
降
、
各
年
に
該
当
す
る
年
齢
を

一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
和
五
年
の
部
分
に
は
「
八
十
四
」（
歳
）
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
に
需
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
も
欄
外
右
下
に
「
馬
喰
町

壱
丁
目
下
総
屋
文
蔵
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
齢
早
見
表
は
馬
喰
町
二
丁
目
の

御
印
判
師
森
田
與
七
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
印
判
師
森
田
與
七
は
下
総
屋
を
通
じ
て
稲
葉
家
の
印
判
を
製
作
し
て
い
る
こ

と
も
確
認
で
き
る
か
ら
、
馬
喰
町
の
商
人
同
士
の
つ
な
が
り
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

下
総
屋
文
蔵
と
稲
葉
家
の
関
係
で
は
次
の
史
料
４
も
興
味
深
い
。
稲
葉
儀
右
衛

門
か
ら
子
の
吉
左
衛
門
へ
の
手
紙
で
あ
る
。

〔
史
料
4
〕

「
加
養
村　
　
　
　
　
　
　
　

下
文
ゟ

　
　

稲
葉
吉
左
衛
門
様　
　
　
　

同
儀
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

午
后　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

寒
冷
ニ
罷
成
候
得
と
も
弥
々
家
内
老
人
衆
御
障
無
御
座
珍
重
候
奉
存
候
、

　

（
中
略
）

一
下
総
や
文
蔵
方
普
請
之
儀
ハ
如
何
ニ
取
極
り
候
哉
、
取
極
り
次
第
都
て
成

　

と
も
一
寸
之
遣
可
被
成
候
、
色
々
之
取
沙
汰
ニ
御
座
候
間
、
同
人
儀
も
苦

　

労
ニ
致
故
之
様
子
之
儀
、
急
々
之
遣
申
可
上
候
（
後
略
）

十
月
一
日
（
13
）

写真 2　嘉永 4年正月「（年齢早見表）」（茨城県立歴史館所蔵 稲葉家文書 3-1006）

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
七
十
二
号
　（
二
〇
二
三
）

六

67



表
書
き
部
分
に
「
下
文
ゟ
」
と
あ
る
の
は
下
総
屋
文
蔵
方
に
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
文
中
で
は
、
下
総
屋
文
蔵
方
で
の
普
請
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

決
ま
っ
た
の
か
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。「
同
人
儀
も
苦
労
ニ
致
故
之
様
子
之

儀
、
急
々
之
遣
申
可
上
候
」
と
あ
り
、
文
蔵
も
苦
労
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
急
ぎ

聞
く
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
稲
葉
家
に
と
っ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
も

重
要
な
存
在
と
い
え
る
下
総
屋
に
対
し
て
、
普
請
の
手
伝
い
あ
る
い
は
金
銭
の
助

力
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
で
、
下
総
屋
も
稲
葉
家
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
内
容
の
手
紙
を
送
っ

て
い
る
。

〔
史
料
5
〕

重
左
衛
門
様
御
帰
村
ニ
付
啓
上
仕
候
、
向
寒
之
砌
弥
御
安
静
被
遊
御
座
、
珍

重
御
儀
奉
存
候
、
下
拙
家
内
無
異
義
罷
在
候
間
、
乍
憚
御
安
意
思
召
可
被
下

候
、
然
者
私
一
件
先
般
申
上
候
通
、
去
ル
十
一
日
御
呼
出
ニ
而
無
届
も
他
行

仕
候
段
不
埒
ニ
付
、
過
料
銭
三
貫
文
被
仰
付
、
家
業
之
御
用
是
迄
通
可
致
旨
、

別
段
被
仰
渡
落
着
仕
候
所
、
此
段
御
承
知
可
被
下
候
、
先
ハ
右
之
趣
申
上
度

早
々
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　

十
一
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
総
屋
文
蔵

　
　

稲
葉
吉
左
衛
門
様

　
　

同　

文
太
様

　

尚
々
御
家
内
様
江
も
宜
敷
御
伝
言
奉
願
上
候
、
以
上
（
14
）

下
総
屋
文
蔵
が
届
な
く
他
行
を
し
た
こ
と
で
、
支
配
役
所
か
ら
叱
り
を
受
け
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
罰
金
と
な
る
過
料
銭
三
貫
文
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
家
業
す
な
わ
ち
公
事
宿
と
し
て
の
業
務
に
は
問
題
な
い
旨
を

稲
葉
家
に
知
ら
せ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
得
意
先
か
ら
の
仕
事
を
請
け
負
え
な
く

な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
引
き
続
い
て
の
「
贔
屓
」
を
意
識
し
た
早
々
の
連

絡
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
は
近
世
社
会
に
お
い
て
支
配
と
村
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
公

事
宿
に
つ
い
て
、
百
姓
の
日
常
に
も
関
わ
る
史
料
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
た
。
公
事

宿
が
家
の
個
々
人
と
も
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
す
を
読
み
取
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
こ
の
つ
な
が
り
が
個
別
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
村

や
地
域
全
体
の
流
通
等
に
関
わ
る
も
の
と
な
り
得
る
の
か
と
い
っ
た
点
で
の
公
事

宿
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
嘉
永
期
の
名
主
役
を
め
ぐ
る
争
論
に
つ
い
て
は
、

小
前
百
姓
か
ら
の
持
高
名
主
の
存
在
否
定
と
い
う
意
識
の
形
成
、
そ
し
て
村
の
負

担
を
論
じ
る
組
頭
層
の
意
識
に
も
関
わ
り
、
近
世
後
期
の
村
の
自
治
に
つ
い
て
の

問
題
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
て
改
め
て
分
析
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

　
（
茨
城
大
学
教
育
学
部
社
会
科
教
育
教
室　

令
和
4
年
8
月
31
日
受
理
）

注（
1
） 

稲
葉
家
文
書
は
約
九
，〇
〇
〇
点
の
史
料
群
で
あ
る
（『
茨
城
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
稲

葉
家
文
書
目
録
』（
一
）
〜
（
五
）、茨
城
大
学
附
属
図
書
館
、一
九
八
四
〜
一
九
八
八
年
）。

な
お
茨
城
県
立
歴
史
館
に
は
約
一
二
，
〇
〇
〇
点
の
稲
葉
家
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 
千
葉
真
由
美
「
江
戸
の
印
判
師
と
印
の
流
通
―
下
総
国
・
常
陸
国
の
村
々
の
事
例
か
ら

―
」（『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要（
人
文
・
社
会
科
学
、芸
術
）』第
六
九
号
、二
〇
二
〇
年
）。
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（
3
） 『
市
中
取
締
類
集
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
4
） 
瀧
川
政
次
郎
『
公
事
師
・
公
事
宿
の
研
究
』（
赤
坂
書
院
、
一
九
八
四
年
）、
南
和
男
「
江

戸
の
公
事
宿
」（『
国
学
院
雑
誌
』
六
八

－

一
・
二
、
一
九
六
七
年
）。

（
5
） 

嘉
永
四
年
三
月
「
御
用
留
」（
茨
城
大
学
図
書
館
所
蔵
稲
葉
家
文
書
Ｋ
三
二
）。
以
下
、

茨
城
大
学
図
書
館
所
蔵
稲
葉
家
文
書
は
「
稲
葉
家
文
書
」
と
表
記
す
る
。

（
6
） 

同
右
。

（
7
） 

子（
嘉
永
五
年
）一
一
月
五
日「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」（
稲
葉
家
文
書
Ｓ
三
九
―
二
）。

（
8
） 

子
（
嘉
永
五
年
）「（
虎
之
助
呼
出
し
吟
味
一
件
に
つ
き
取
調
様
子
報
告
）」（
稲
葉
家
文

書
Ｓ
二
七
―
四
）。

（
9
） （
年
未
詳
）
一
一
月
二
七
日
「（
書
状
、
衣
服
注
文
品
の
こ
と
）」（
稲
葉
家
文
書
Ｙ

八
四
九
）。

（
10
） （
天
保
七
年
）「
新
暦
」（
稲
葉
家
文
書
Ｙ
八
一
九
―
二
）。

（
11
） 

嘉
永
六
年
「（
三
奉
行
等
職
員
録
）」（
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
稲
葉
家
文
書
3
―

一
〇
〇
四
）。

（
12
） 

嘉
永
四
年
正
月
「（
年
齢
早
見
表
）」（
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
稲
葉
家
文
書
3
―

一
〇
〇
六
）。

（
13
） 

年
未
詳
一
〇
月
一
日
「（
書
状
、
下
総
屋
文
蔵
方
普
請
之
事
）」（
茨
城
県
立
歴
史
館
所

蔵
稲
葉
家
文
書
2
―
二
六
五
〇
）。

（
14
） 

年
未
詳
「（
私
一
件
無
届
他
行
の
た
め
過
料
被
仰
付
に
つ
き
）」（
茨
城
県
立
歴
史
館
所

蔵
稲
葉
家
文
書
3
―
一
一
四
四
）。

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
七
十
二
号
　（
二
〇
二
三
）
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